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 平成 27 年度補正予算等「廃炉・汚染水対策事業費補助金」に係る補助事業として、

第一次公募を実施し、厳正な審査の結果、３月３１日及び４月１５日に、次のとおり

採択されました。 

具体的な事業の概要（主な実施事項）と採択先は次のとおりです。 

１．総合的な炉内状況把握の高度化 

【採択先：技術研究組合国際廃炉研究開発機構（ＩＲＩＤ）】 

原子炉内の燃料デブリや核分裂生成物（ＦＰ）の状態（分布、位置等）を的確に

把握するための総合的な分析・評価を行う。また、原子炉格納容器（ＰＣＶ）等の

構造物の健全性への影響、燃料デブリ取出し時のＦＰ挙動評価、臨界評価等に必要

なデータ・情報の整備等を行う。 

今年度及び来年度の事業では、実機調査から得られるデータ、解析や実験による

評価結果、関連文献等の情報を総合的に分析・評価し、最も確からしい燃料デブリ

の量、位置及びＦＰの分布状況等を評価する。また、評価の不確かさを低減するべ

く、境界条件や解析モデルを考慮した感度解析及び逆解析による推定等を行う。 

 
２．原子炉格納容器内部調査技術の開発【採択先：ＩＲＩＤ】 

ＰＣＶ内のペデスタル内外の状況を確認するため、遠隔操作による調査装置・シ

ステムを開発し、現場で実証する。また、燃料デブリの位置・分布、ＰＣＶ内の状

況を把握するため、新たな調査装置・システムを開発し、実機での試験に向けた準

備を行う。 

今年度及び来年度の事業では、開発計画・調査計画の策定を行い、１号機のペデ

スタル外エリア、２号機のペデスタル内エリア、３号機のペデスタル内エリアへの

アクセス・調査装置及びシステムの開発と実証を実施する。 

 

３．原子炉圧力容器内部調査技術の開発【採択先：ＩＲＩＤ】 

原子炉圧力容器（ＲＰＶ）内部の燃料デブリの分布や放射線量等の環境条件を確

認するため、遠隔操作による調査装置・システムを開発する。 

今年度及び来年度の事業では、開発計画・調査計画の策定を行い、上部から炉心

にアクセスする装置について、現場での施工に向けた概念設計を実施する。また、

炉心領域の燃料デブリや切り株燃料の有無判断を行うための調査装置の仕様をま

とめ、調査方式の選定や装置の概念設計の実施、原子炉建屋のオペレーティングフ

ロアへの装置設置から、現場調査、調査後の処置に至るまで、一連の作業ステップ

の策定等を行う。 

 



 

４．圧力容器／格納容器の腐食抑制技術の開発【採択先：ＩＲＩＤ】 

海水が注入されたＲＰＶ・ＰＣＶの構造材の腐食抑制策について、その実機適用

性を評価する。 

今年度の事業では、腐食試験の結果に基づき選定された防錆剤を添加した溶液中

で、構造材料の電気化学的な測定等を行い、局部腐食に及ぼす影響を評価し、実機

適用可能な防錆剤を選定する。また、各影響評価の検討を基に、腐食抑制策を実機

に適用する腐食抑制システムの概念設計を行うとともに、管理要領の策定等を行う。 

 

５．圧力容器／格納容器の耐震性・影響評価手法の開発【採択先：ＩＲＩＤ】 

ＲＰＶ・ＰＣＶ内の重要機器について、大規模地震時の安全シナリオを構築し、

機器が損傷した場合の波及的影響について評価する。また、安全シナリオ構築に必

要となる耐震性・影響評価手法を開発する。その際、実際に想定し得る地震荷重、

拘束条件等を踏まえた解析や試験等の確認方策を検証する。 

今年度及び来年度の事業では、大規模地震による大型機器への影響評価を行い、

当該機器が損傷した場合の波及的影響について評価する。特に、荷重が影響する可

能性のあるペデスタル部及び圧力抑制室（Ｓ／Ｃ）脚部の耐震性・影響評価を中心

に手法を開発する。さらに、Ｓ／Ｃ脚部の地震応答を、実際に想定し得る地震荷重

で評価するため、地震応答解析手法の開発等を実施する。 

 

６．燃料デブリ臨界管理技術の開発【採択先：ＩＲＩＤ】 

燃料デブリ取り出し作業等に伴い、デブリの形状や水位が変化した場合であって

も、再臨界による作業員への被ばく及び環境への影響を防止する必要がある。現在

検討中の燃料デブリ取り出し各工法・各作業工程において臨界管理方法を検討し、

それらを実施するために必要な要素技術の成立性を確認する。 

今年度及び来年度の事業では、臨界管理の基本的な考え方を確認した上で、炉内

状況の総合的な分析・評価の結果などの最新知見を反映し、号機・部位毎の臨界評

価・臨界シナリオを見直し、臨界の発生を未然に防止するための臨界近接検知方法

等を提示する。また、燃料デブリ取り出し時の臨界を防止するため、中性子吸収材

の開発とこれを利用した運用方法の検討等を実施する。 

 

７．原子炉格納容器漏えい箇所の補修技術の開発【採択先：ＩＲＩＤ】 

放射性物質の飛散・拡散防止、放射線の遮へい、冷却維持等の観点から、ＰＣＶ

内で閉じ込め機能を構築し、その状態を安定的に維持するため、漏えい箇所の補修

技術を開発し、実機適用性を判断する。そのため、実機適用時の安全性、高水圧下

での耐震性も含む長期止水性、施工信頼性及び再補修可能性等の確認を進める。 

今年度及び来年度の事業では、システムも含めたバウンダリ構築のために止水す

べき箇所、その各止水箇所に対する想定漏えい要因、止水補修方法及び漏えい判定

値並びに漏えい量の評価結果を一覧に整理し、実現性の高いＰＣＶ水位等の評価等

を行う。また、補修技術を開発するため、Ｓ／Ｃ脚部の補修について、実機適用に

向けた試験等を行う。 



 

さらに、重要な補修対象箇所の適用工法に応じた環境改善方法を検討し、実機へ

の適用性を評価する。 

 

８．原子炉格納容器漏えい箇所の補修技術の実規模試験 【採択先：ＩＲＩＤ】 

楢葉遠隔技術開発センターにおいて、「原子炉格納容器漏えい箇所の補修技術の

開発」において開発される技術について、原寸大試験を実施し、遠隔操作による施

工性の確認も含め、その成立性を確認する。 

今年度及び来年度の事業では、原寸大の試験体を使用し、ＰＣＶ下部補修技術に

ついて、現場での施工を想定した実証試験を行う。また、試験体に打設した補強材・

止水材をコアボーリング等により試料採取し、材料性能等の分析評価を行うことな

どにより、それらの健全性の確認を行う。 

 

 
 


